
平成２３年６月１７日

「地域産業資源活用事業計画」の第１４号認定について

関東経済産業局では、平成１９年６月２９日に施行された「中小企業による

地域産業資源を活用した事業活動の促進に関する法律（中小企業地域資源活用

促進法）」（平成１９年法律第３９号）第６条の規定に基づいて、管内都県を介

して申請のありました地域産業資源活用事業計画について、平成２３年６月

１７日、第１４号として２件を認定しました。

１．地域産業資源活用事業計画について

本事業計画は、都道府県が基本構想において指定を行った地域産業資源（※

農林水産物、鉱工業品、観光資源）を活用して、中小企業等が新商品・新サ

ービスの開発や需要の開拓を図るものです。

認定を受けた事業計画については、補助金（地域資源活用売れる商品づく

り支援事業）、設備投資減税、中小企業信用保険法の特例、政府系金融機関に

よる融資制度や専門家によるアドバイス等総合的な支援を受けられることと

なります。

※現在、当局管内で２，９９４件（農林水産物７１０件、鉱工業品６５０件、観光資源

１，６３４件）の地域産業資源が指定されています。

２．１４号認定について

中小企業者等から申請のあった事業計画については、当局に設置された認

定評価委員会における審査を経て、本日、２件の認定を行いました。（認定案

件の詳細は別紙のとおり。）

これにより、当局管内では１５６件の認定が行われたことになります。

【地域産業資源３類型別の認定件数】

・鉱工業品を地域資源としたもの １件

・観光資源を地域資源としたもの １件

計 ２件



【都県別の認定件数】

群馬県 １件 静岡県 １件

【主管省庁との共同認定の件数】

・関東運輸局との共同認定 １件

・関東農政局との共同認定 １件

〈参考１：１～１３号までの当局管内の認定状況〉

○平成１９年１０月１２日 １号認定（２３件）

○平成１９年１２月１３日 ２号認定（１２件）

○平成２０年 ３月 ６日 ３号認定（１６件）

○平成２０年 6 月 1３日 ４号認定（１１件）

○平成２０年 ９月１９日 ５号認定（１２件）

○平成２０年１２月１６日 ６号認定（ ９件）

○平成２１年 ３月１９日 ７号認定（１２件）

○平成２１年 ６月２９日 ８号認定（１５件）

○平成２１年１１月２０日 ９号認定（ ９件）

○平成２２年 ２月１０日１０号認定（１５件）

○平成２２年 ６月１５日１１号認定（ ４件）

○平成２２年１０月 ５日１２号認定（ ７件）

○平成２３年 ２月 ８日１３号認定（ ９件）

〈参考２：１～１４号までの都県別の総認定件数〉

◎地域産業資源活用事業計画・・・１５６件

茨城県 １８件 神奈川県 ８件

栃木県 ９件 新潟県 １１件

群馬県 ２０件 長野県 １１件

埼玉県 １３件 山梨県 １６件

千葉県 １５件 静岡県 ２５件

東京都 １０件

（本発表資料のお問い合わせ先）

関東経済産業局産業部経営支援課

担当者：伊藤、原田、橋本、佐藤、菅間、藤森

電 話：０４８－６００－０３３２（直通）



（別紙）

No. 地域名 事業名 事業概要
地域資源
（３類型）

法認定事業者 共同認定省庁

1
群馬県
利根郡
みなかみ町

上牧（かみもく）温泉旅館と地域観光事業者に
よるアクティビティプログラム「かみもくテラ
ピー」の開発・実施プロジェクト

群馬県みなかみ町の地域資源である上牧温泉の特徴（温泉効能・温泉旅館・温泉病
院、医師の監修・自然景観）を活用し、医師の監修を受けながら温泉や観光を楽しむ
新しいアクティビティプログラムを多数設定し、旅行者のうち、「健康」や「自分の身体」
に関心のある女性や団塊の世代層を主なターゲットとして提供する。

上牧温泉
（観光資源）

上牧温泉旅館協同組合 関東運輸局

2
静岡県
掛川市

江戸時代の製法によるあめ玉を軸とした「よこ
すかしろ」を使用した新たな菓子類の開発及び
販売

静岡県掛川市の地域資源であるよこすかしろを活用し、江戸時代から伝わる製法及
び地域の歴史的背景を活かしたあめ玉「遠州よこすか鉄砲玉（仮）」を開発・販売する
とともに、当社の製菓技術を活かした「よこすかしろ菓子」も開発・販売する。

よこすかしろ
（鉱工業品）

株式会社鶴田屋本舗 関東農政局

中小企業地域資源活用促進法に基づく地域産業資源活用事業計画の認定一覧（第１４回：関東経済産業局）
平成23年6月17日



事業名：上牧（かみもく）温泉旅館と地域観光事業者によるアクティビティプログラム
「かみもくテラピー」の開発・実施プロジェクト

事業概要（新たな活用の視点）

上牧温泉では、温泉間の競争激化により宿泊客数が年々落ち
込み、早期回復が課題となっている。これまでの個別旅館単位
での取り組みでは不十分であることを認識した。この状況を打
破するために、地域全体で当地の魅力を伝え、ブランド化を図り
宿泊・観光客増大に取り組む。
上牧には、①代々営まれてきた温泉と旅館、②温泉病院と医

師、③周囲の素晴らしい自然、という強みがあり、これらを融合
させ 「医師の監修を受けながら温泉や観光を楽しむアクティビ

３類型 観光資源 通巻番号 ３－２３－１６０

地域資源名 上牧温泉 認定日 平成２３年６月１７日

地 域 群馬県利根郡みなかみ町 所管省庁 国土交通省、経済産業省

所在地：群馬県利根郡みなかみ町石倉２２９会社名：上牧温泉旅館協同組合

連絡先：ＴＥＬ：０２７８－７２－３３２９
ＦＡＸ：０２７８－７２－３９６０

みなかみ町月夜野地区観光入込数
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【観光入込数の推移】
させ、「医師の監修を受けながら温泉や観光を楽しむアクティビ
ティプログラム」を設定し、新たに健康指導という価値を女性や
団塊世代層など“健康”や“自分の身体”に関心がある旅行者向
けに提供を行う。

売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）
◆競争力

・医師が積極的に参加しプログラムの監修を行うなど、「温泉病
院」と完全に連携している点は稀少性が高い。

・医師との距離が近い。（例：ダイエットプログラムでは参加者個
別にアドバイスを実施、個人別に「内臓脂肪減少シート」を配布）
◆市場性

自然豊かな地域を訪れ健康を増進する等目的性の高い旅行
へのニーズは増加傾向。ターゲットとなる若年・中年女性、団塊
世代の男女は、健康や美容への意識が高く市場性は高い。
◆販路

旅館、観光施設、観光協会等の地域媒体を最大限活用し販路
開拓を行うほか、旅行会社とのタイアップ、インターネットサイト
の活用により告知・販売を行う。

地域資源における関係事業者との連携
各プログラムの構築・実施 にあたっては、地元の観光事業者

だけでなく、病院や寺院等他業種事業者も一体となり域内の連
携を一層強固に発展させる。飲食店・農家など近隣施設にも立
ち寄れる仕掛けにより顧客の地域内での回遊性を高める。

【上牧温泉病院】

【美しい自然に囲まれた
上牧温泉】



事業名：江戸時代の製法によるあめ玉を軸とした「よこすかしろ」を使用した
新たな菓子類の開発及び販売

事業概要（新たな活用の視点）
静岡県掛川市の「よこすかしろ」は、当地のさとうきびから作られる「白下糖」である。江戸時代に

高知（土佐藩）より伝わり「横須賀白」という銘柄で、広く販売されていた。戦後に安価な上白糖に
とって代わられ衰退したが、近年、地域住民の手によって生産が復活した。
本事業では、当社に江戸時代から伝わる製法及び地域の歴史背景を活かした、あめ玉「遠州よ

こすか鉄砲玉（仮）」及び当社のパン製造技術を活かした「よこすかしろ」を原料とした菓子類を開発
し、掛川市の新たな土産品として、開発及び販売をしていく。

３類型 通巻番号 ３－２３－１６１

地域資源名 認定日 平成２３年６月１７日

地 域 所管省庁 農林水産省、経済産業省

売れる商品づくり（競争力 市場性 販路）

所在地：静岡県掛川市山崎６３

Ｈ Ｐ：http://turutayahonpo.co.jp/

会社名：株式会社鶴田屋本舗

連絡先：ＴＥＬ：０５３７－４８－２１３６
ＦＡＸ：０５３７－４８－６８７１

よこすかしろ

静岡県掛川市

鉱工業品

売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）
◆競争力
新商品「遠州よこすか鉄砲玉（仮）」は江戸時代から伝わる製法及

び地域の歴史背景を活かした「よこすかしろ」のあめ玉であり、江戸～
昭和初期にかけての庶民の味の再現することで、他社にはないストー
リー性のある「掛川市の新たな土産品」としてブランド化を図っていく。

◆市場性
掛川市を訪れる観光客は年間３４０万人で、当地を訪れる観光客

には、お茶以外の素材を利用した新たな土産品を求める傾向が強い。
本商品は地域性・ストーリー性に関する特徴を有し、観光客の市場

ニーズに応える商品である。

◆販路
掛川市を訪れる観光客等に対しては、当社が持つ掛川駅構内の直

営店及び高速道路のＳＡ、静岡空港等の既存販売先において販売していく。
また、百貨店、大手ＧＭＳ等の活用により、全国に「よこすかしろ」を活用し

た掛川市の新たな土産品として広く周知していく。

地域資源における関係事業者との連携
本商品は、地元生産農家14件のさとうきびを原材料として使用することにより、地域農業の振興に

貢献する。また、地元大須賀町商工会の協力を得て、あめ玉などのレシピを公開し、域内の菓子製
造小売業への新たな事業機会の創出を図ると共に、よこすかしろの販売取扱店等31軒との連携に
より、 「よこすかしろ」の消費拡大に貢献する。

【遠州よこすか鉄砲玉（仮）】

【よこすかしろ】


